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人
へ
の
投
資
で
、

「
豊
か
さ
」を
感
じ
ら
れ
る

社
会
を
目
指
す
！

いそざき議員
4年目の思いを語る。



消費増税延期の誘因は、現政権の経済政策の行
き詰まりにあります。個人消費の低迷は、将来に
備える守りの姿勢の現れでしょう。将
来の安定・安心に繋がる社会保障の
政策を政治が示さなければ、景気
回復への好循環は生まれません。
私たちはそれを優先的に進める
べきと考え、「人からはじまる
経済再生。」を掲げました。

●消費税引き上げを2019年4月まで延期。但し、①年金・医療・介
護の充実と子育て支援は2017年4月から実施、②行政改革と
身を切る改革を徹底、③2020年度基礎的財政収支の黒字化目
標を堅持、④軽減税率を中止して中低所得者への給付付き税額
控除を実施、が前提。
●格差是正のための税制改革を実施（金融所得課税の税率5％引
上げ、高所得者の所得税率引き上げ、所得課税の控除制度や資
産課税の累進性見直し、国際的な課税逃れの防止）。
●デフレ脱却・為替安定化のため、マイナス金利を撤回、柔軟な金
融政策を実施。

6
月
に
民
進
党
は
、「
人
か
ら
は
じ
ま
る
経
済
再

生
。」と
題
す
る
、国
民
と
の
約
束
を
発
表
し
ま
し

た
。い
そ
ざ
き
議
員
が
、そ
の
中
か
ら
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
、社
会
保
障
や

雇
用
・
労
働
な
ど
の
政
策
を
抽
出
し
、思
い
を
語
り

ま
し
た
。

「
ふ
つ
う
の
人
か
ら

豊
か
に
な
る
社
会
へ
」

民
進
党
の
政
策
と
、い
そ
ざ
き
議
員
の
思
い
と
は

アベノミクス
失敗への対応
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融
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会
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民
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結
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大
会
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参
議
院
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（
所
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税
法
等

改
正
案

反
対
討
論
）
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開
会



少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、年
金・介
護
な
ど
将
来
に
対
す
る
不
安
の
声
は

高
ま
る
ば
か
り
で
す
。こ
れ
ま
で
の
政
治
は
、こ
う
し
た
予
測
で
き
た
課
題

を
先
送
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

人
に
冷
た
い「
問
題
先
送
り
」政
治
か
ら
、人
へ
の
投
資
を
軸
と
し
た

「
ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
」、「
ふ
つ
う
の
人
か
ら
豊
か
に
な
る
」

政
治
に
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
未
来
の
た
め
に
、で
す
！
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年金運用 の推移

アベノミクス
失敗への対応

社会保障、子育て・教
育政策

働き方改革、雇用対
策 

出典：年金積立金管理運用
独立行政法人｢平成27年度
業務概況書」より

2015（平成27）年度は
累計5兆3,098億円のマイナス！
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財
政
金
融

委
員
会

（
特
例
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債
法

改
正
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論
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算
委
員
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（
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（
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論
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総
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会
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第
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回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙品目によって異なる



　　●2017年4月から低年金者の
　年金をかさ上げ（年間最大６万円増）。
●年金受給に必要な保険料支払い期間を25年から10年に短縮。
●年金運用の株への投資を減らし、安全な運用に切り換え。
●「総合合算制度」を創設し、医療・介護・保育・障害福祉の
　自己負担額に上限を設定。
●保育士等の月給を5万円、介護職員・障害福祉従事者の
　月給を１万円引き上げ。
●ひとり親家庭対象の児童扶養手当を20歳まで延長、第
　二子以降は月1万円に引き上げ。
●大学進学等のための給付型奨学金（返済不要）の創設、奨学金の
　無利子化、所得に応じて無理なく返済できる制度の創設、を実現。

　　　　●非正規労働者や女性の賃金・待遇向上に
 　　　　　向けて、「同一価値労働同一賃金」を確立。
●最低賃金を時給1,000円以上に引き上げ。
●残業時間の上限規制と、退社から出社まで11
時間の間隔を義務付け。

●いわゆる「生涯派遣」が可能なしくみを見直し、
　派遣社員の正社員化と待遇の改善を推進。
●定年の引き上げや継続雇用制度の
　導入等を促進。
●会社で働く誰もが厚生年金・健康保険
　に加入できる制度を実現。
●正規雇用を増やした中小企業に、社会
　保険料の事業主負担分の1/2を助成。

●自動車関係諸税の負担軽減と高速道路の活用。
●命・暮らしを守るイノベーション（遠隔医療、
iPS細胞、人工知能の研究支援、IoT、ビッグ
データの活用等）を支援。
●ソフト面（IT・デザイン・人材育成・研究開発な
ど）の助成金等を充実させ、起業を応援。
●今回のTPP合意については反対
　（①農産物重要５項目の聖域が
確保されていない、②自動車分
野でのメリットが小さい、③交渉
結果の経緯・理由が不明）。
●省エネルギーとエネルギーの地
産地消を推進。

年金・医療・介護・子育て分野における底
上げ対策とあわせ、年金運用を安全な
運用に戻すことで、将来に向けた安心・
安定感を醸成することが必要です。
また、教育分野にも予算を
シフトし、誰でも平等に教
育を受けるチャンスがあ
る社会をつくります。教育
分野への支援は子育て
世代の負担軽減にも
つながります。

自動車無くして生活や経済は成り立ちま
せん。ユーザー負担の軽減＝生活コスト
の負担軽減であり、経済再生の観点にお
いて自動車に関係する負担の軽減が必
要です。
また中長期的な成長戦略と
して医療分野、IoTなどの
イノベーションへの支援が
欠かせず、そのための人
財育成、研究開発を国と
して支えていかなけ
ればなりません。

経済成長を目指す上で、労働環境の改善は欠かせ
ません。長時間労働の是正は、健康面への影響だ
けでなく、生産性向上に対する意識向上にもなり
ます。更に男性・女性のワークライフバランスを改
善することで、女性の社会進出を広げ、子育て世
代の負担が軽減されて、少子化対策
にもつながると考えます。
また、多くの非正規労働者が低賃
金を理由に結婚や子どもを持つ
ことを諦めている現状を踏まえれ
ば、様々な格差是正の解消策
は景気対策と同時に、少子化
対策にもつながっていくと
考えます。
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自動車を含めた産業
政策

（歳）

（千円）

~24 ~29 ~34 ~39 ~44 ~49 ~54 ~59 ~64 ~69

正社員・正職員

正社員・正職員以外

出典：厚生労働省 
平成27年賃金構造基本統計調査結果の概況より

出典：経済産業省、内閣官房の公開資料より

こんなに賃金が違う

雇用形態・年齢別賃金（平成27年）

TPPにおける対米国の自動車・自動車部品に
関する合意事項
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品目 譲許内容 ベースレート

乗用車

自動車部品

キャブ
シャシ

トラック
バス

15年目から削減開始（2.25%）、
20年目で半減（1.25%）、22年目で
0.5％まで削減、25年目で撤廃
　10年目撤廃
　29年間関税維持の上で、30年目に撤廃
　15年目に削減開始（3.6%）、
20年目に半減（2.0％）、
22年目に0.8%、25年目に撤廃
　品目数ベースで87.4％が即時撤廃

2.50%

2.00%
25%

4%

品目によって異なる



直嶋正行さんお疲れ様でした！

出典：各種数値は総務省HPより
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参 議院衆 議院

参議院選挙の
比例代表制とは

哲史の
TETSU学

7月10日投開票の第24回参議
院議員通常選挙での、「はまぐち
誠」候補への投票内容を見なが
ら、今回のTETSU学では、比例
代表制の仕組みをおさらいしま
しょう。

政党の総得票数（政党名＋個人名）に基づいて、
各政党の当選枠数が決まります。民進党は、党
名得票数が約875万票、個人名得票総数が約
300万票で、得票総数が約1175万票になり、
11名分の当選枠を得ました。

当選枠数が決まると、個人名での得票数の多い
候補者から、順次当選人が決まります。従って、
参議院選挙の比例代表制は、有権者が当選させ
たい候補者を選べるのです（非拘束名簿式）。

任期

議員
定数

475人
小選挙区 295人
比例代表 180人

4年

公明党
約757万票

共産党
約602万票

その他

比例代表の投票率

はまぐち誠候補の
個人名での得票内訳

54.69%

比例代表の得票総数

5,600万7,352票 党名得票数
約875万票
（74.55%）

個人名得票総数
約300万票
（25.45%）

党別総得票数

民進党
得票総数の

約1,175万票で
11名分の
当選枠を獲得

自民党
約2,011万票

民進党
約1,175万票

個人名得票数
の多い人から
11名が当選！

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

10,001票～
3,001～10,000票
2,001～3,000票
1,001～2,000票
501～1,000票
～500票

2016年 第24回参議院議員通常選挙

小林 正夫
はまぐち 誠
矢田 稚子
有田 芳生
川合 孝典
難波 奨二
江崎 孝
那谷屋 正義
石橋 通宏
藤末 健三
白 眞勲
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○
○○ ○○

270,285 
266,623 
215,823 
205,884 
196,023 
191,823 
184,187 
176,683 
171,486 
143,188 
138,813 

113,571  
113,045  
 108,522  
102,209  

86,596  
73,166  
71,398  
59,853  
46,213  
38,900  
26,717  

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 

氏名 得票数 順位

北海道
4,296

青森県
635

岩手県
3,032

秋田県
862

山形県
1,004

新潟県
1,603

富山県
1,524

石川県
939

福井県
2,234

山梨県
448

岐阜県
3,301

長野県
1,972 

宮城県
3,127
福島県
2,687

茨城県
1,984

栃木県
13,150

神奈川県
24,362静岡県

21,144
愛知県

90,293

滋賀県
2,830

京都府
1,975
大阪府
2,531

兵庫県
2,599

三重県
8,269

奈良県
627

和歌山県
287

徳島県
427

香川県
515愛媛県

450 高知県
168 

福岡県
12,467 
佐賀県
1,180長崎県

885 熊本県
2,790

大分県
1,987

宮崎県
1,344鹿児島県

1,497
沖縄県
840

鳥取県
272

岡山県
3,067広島県

7,108山口県
2,915

島根県
772

群馬県
8,106

埼玉県
11,988 千葉県

2,548
東京都7,585

242人
選挙区選出 146人
比例代表選出 96人

6年（3年ごとに半数改選）

非改選組

?????

今回は半数の

121人
（内 比例代表48人）

の選挙

2016年 第24回参議院議員通常選挙
民進党比例代表公認候補者 結果一覧

落選
落選
落選
落選
落選
落選
落選
落選
落選
落選
落選
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皆様に会うために、全国を駆け回っています！
各地での各種会合・イベント等47件に参加
しました。国会見学67件の訪問を受けました。

いそがば
2016.1/1～8/12現在

はまぐち誠さん当選
！

おめでとうございま
す

いそざき議員は、17府
県、88カ所で応援しま

した。

直嶋正行さんお疲れ様でした！
直嶋正行さんから
バトンタッチ！

4期24年を務め  
られた直嶋正行さん。
大変お疲れ様でした。
はまぐち誠さんとともに、
今後も常に現場目線で
国政に取り組んで
いきます！


